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１ 栄養教諭ステップアップ研修（５年経験者研修）の全体像 

目  的 
 在職期間が５年を超えた栄養教諭に対して，「かごしま県教員等育成指標」及び「かごしま県

教員等研修計画」に基づき，学習指導，生徒指導及び職種に応じた専門的な研修を行うことによ

り，資質の向上と新たな意識の高揚を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食に関する指導 学校給食の管理 

給食の時間における

食に関する指導 

教科等における 

食に関する指導 
個別的な相談指導 栄養管理 衛生管理 

校 外 研 修 （２日） 

 県総合教育センターで実施する食に関する指導等の専門研修を通して，栄養教諭とし

ての専門性や実践的指導力等の資質の向上を図る。 

 ○ 食に関する指導（給食の時間における食に関する指導， 

           教科等における食に関する指導，個別的な相談指導） 

 ○ 学校給食の管理（栄養管理，衛生管理） 

事前自己評価を踏まえた実践・研修 

【研修の実施】 

事後自己評価を踏まえた実践・研修 

個々の能力，課題等の評価（事後自己評価） 

課題意識の醸成と研修意欲の向上 

自己研鑽 

【ステージ別資質向上指標】 

学習指導 
特別な配慮や支援を必要

とする児童生徒への対応 

ＩＣＴや情報・教育 

データの利活用 
生徒指導 

栄養教諭の特性を踏まえて必要な資質 

【主な評価の観点】 
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２ 評価について 

 (1)  評価の目的 

   本研修の意義を踏まえ，対象者自らがこれまでの教職生活を振り返り，自己の姿を見 

  つめ直すことを通して，実践・研修に生かすことは，これから実施する研修の意味や意 

  義を考えることにつながる。また，研修の成果や課題を集約することは，自己の変容や 

  伸びを捉えるために必要である。そのため，対象者は，本研修の事前と事後において， 

  事前自己評価票（様式１），事後自己評価票（様式２）を用いて，自己評価を行うもの 

  とする。 

  ア 事前自己評価 

    校長は，研修対象者（以下「対象者」）に，自己の課題や適性を客観的に捉えること 

   ができるように「かごしま県教員等育成指標」及び「かごしま県教員等研修計画」に 

   示された求められる資質を基に自己評価を行わせ，充実した実践・研修を実施するた 

   めの参考資料として生かす。 

  イ 事後自己評価 

    校長は，対象者に事前自己評価票を基に，研修の成果と課題を明確にして事後の自 

   己評価を行わせ，対象者の以後の研修に生かす。 

 

 (2) 評価の実施  

  ア 学校において 

   (ｱ) 事前の評価 

・ 校長は，事前に対象者に研修の概要を説明し，研修の目的及び内容・方法等に

ついて十分理解させる。特に，評価については，評価の目的及び項目等を提示し

ながら十分な理解が得られるように努める。 

・ 校長は，教頭をはじめとする関係職員の意見等も幅広く聴取し，対象者の能力

及び適性等の的確な把握に努める。 

・ 校長は，事前自己評価票（様式１）を用いて，対象者に日頃の状況等を基に自

己評価させ，事前自己評価票の「校長としての本研修に対する期待」の欄に記入

し，対象者の本研修に対する研修意欲が高まるように指導する。 

・ 評価は，対象者の実践・研修がより充実するための参考資料として生かす。 

※ 校長は，対象者に５月中旬を目途に事前自己評価票を提出させる。 

(ｲ)  事後の評価 

・ 校長は，研修期間中，対象者への指導及び研修状況の把握に努める。 

・ 校長は，事後自己評価票（様式２）を用いて，対象者に実践・研修状況を基に

自己評価させ，事後自己評価票の「校長としての所見」の欄に記入する。 

・ 校長は，研修の成果と新たな課題を明確にして，対象者の今後の研修に対する

研修意欲が高まるように指導する。 

※ 校長は対象者に 12 月中に事後自己評価票を提出させる。 

イ 市町村教育委員会において 

市町村教育委員会は，県が示す様式（様式１及び様式２）に従い，各学校に対して， 

適正な評価が実施されるよう，評価項目の内容や評価の実施方法，留意事項等につい

て十分に理解させる。さらに，対象者の能力及び適性等の幅広い情報収集と適正な把

握に努める。 
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(3) 評価項目 

栄養教諭としての職務を重ねてきた経験を踏まえ，学校や家庭･地域社会の実態等を的

確に把握して学校における食育を推進するとともに，児童生徒の食に関する課題の解決

に向け，栄養教諭の専門性を十分に生かし，校内の全ての教職員と協力して指導に当た

る必要がある。 

栄養教諭の専門性は，食に関する指導（給食の時間における食に関する指導，教科等

における食に関する指導，個別的な相談指導）及び学校給食の管理（栄養管理，衛生管

理）の領域において，特に，以下の内容を基に評価項目を設定する。 

 

【食に関する指導】 

 ○ 給食の時間における食に関する指導 
 給食の時間において，学級担任や教科担任と連携しながら，食に関する指導 
を行うこと。 

 ○ 教科等における食に関する指導 
 特別活動，関連する教科等において，学級担任や教科担任と連携しながら食 
に関する指導を行うこと。 

 ○ 個別的な相談指導 

   学級担任，養護教諭，学校医などと連携しつつ，肥満傾向，過度のやせ，偏食 

  傾向の児童生徒や食物アレルギーを有する児童生徒への個別的相談指導を行う  

  こと。 

 ○ その他 

   他の教職員との連携・調整によって，食に関する指導の全体計画を策定するなど

学校教育全般での取組に企画立案段階から中心的に携わるとともに，啓発活動や保

護者への助言等，家庭や地域との連携を図るなど，学校の内外を通じ，食に関する

指導のコーディネーターとしての役割を果たすこと。 

 

【学校給食の管理】 

 ○ 栄養管理 

   学校給食実施基準を踏まえ，学校給食における栄養量及び食品構成に配慮した 

  献立作成を行うこと。学校給食の調理，配食及び施設設備の使用方法等に関して 

  指導・助言を行うこと。 

 ○ 衛生管理 

   衛生管理責任者として，施設・設備の衛生，食品の衛生，学校給食調理員の衛 

  生の日常管理に努め，「学校給食衛生管理基準」に照らした確認と記録を行うこと。 

○ その他 

・ 学校給食運営委員会や献立作成委員会等の企画・運営を適切に行うこと。 

・ 物資選定委員会等を企画・運営し，適切な物資選定を行うこと。 

 

３ 研修（校外研修）の内容について 

 (1) ねらい 

   食に関する指導及び学校給食管理等に関する研修を通して，実践的な指導力と専門職 

  としての資質の向上を図る。 

 

 (2) 実施期日 

   令和５年７月４日（火），７月５日（水） 

 

 (3) 実施場所 

   県総合教育センター 

  ※  留意事項 

   詳細については，別途文書で通知する。 
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４ 研修報告について 

(1) 事前自己評価票の提出 

ア 対象者は，事前自己評価票（様式１）を基に自己評価を行い，校長に提出する。 

イ 校長は，事前自己評価票（様式１）に「校長としての本研修に対する期待」を記入

するとともに，対象者への指導に活用する。 

ウ 事前自己評価票（様式１）は，小・中・義務教育学校は市町村教育委員会へ，県立

学校は県総合教育センターへ提出する。 

エ 市町村教育委員会は，校長から提出された事前自己評価票（様式１）を教育事務所

へ提出する。 

オ 教育事務所は，市町村教育委員会から提出された事前自己評価票（様式１）を県総

合教育センターへ提出する。 

   

(2) 事後自己評価票の提出 

ア 対象者は，事後自己評価票（様式２）を基に自己評価を行い，校長に提出する。 

イ 校長は，事後自己評価票（様式２）に「校長としての所見」を記入するとともに，

対象者への指導に活用する。 

ウ 事後自己評価票（様式２）は，小・中・義務教育学校は市町村教育委員会へ，県立

学校は県総合教育センターへ提出する。 

エ 市町村教育委員会は，校長から提出された事後自己評価票（様式２）を教育事務所

へ提出する。 

オ 教育事務所は，市町村教育委員会から提出された事後自己評価票（様式２）を県総

合教育センターへ提出する。 

 

５ その他 

(1) 研修の変更 

 対象者が，退職，育休，休職等の理由により，当該研修を受講できないことが判明し

た場合，校長は，速やかに，「令和５年度栄養教諭ステップアップ研修（５年経験者研修）

受講予定変更届」（様式３）を作成し，市町村立学校は当該市町村教育委員会に報告し，

市町村教育委員会は，当該教育事務所を通して県総合教育センターへ報告する。なお，

鹿児島市教育委員会及び県立学校は，直接，県総合教育センターへ報告する。  

 

(2) 人事異動による転出者の取扱い 

 対象者が人事異動により転出した場合，転出元の市町村教育委員会（県立学校は校長）

は，転出先の市町村教育委員会（県立学校は校長）に異動報告書（様式等については，

別途発出予定）を送付する。 
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様式１ 

令和５年度栄養教諭ステップアップ研修(５年経験者研修) 事前自己評価票 

学校名     立        学校 氏 名  

１ あなたは次の項目について，現在，どの程度の取組状況ですか。各項目について，示された観 
 点ごとに４段階（１～４）で評価し，自己評価欄に１～４の数字を記入してください。 
〔４：十分に取り組んでいる ３：取り組んでいる ２：あまり取り組んでいない １：取り組んでいない〕 

項  目 観  点 自己評価 

食
に
関
す
る
指
導 

給食の時間に
おける食に関
する指導 

⑴ 学校給食を教材として活用した，食に関する指導を実践してい 
 る。また，適切な教材作成を行っている。 

 

教科等におけ
る食に関する
指導 

⑵ 栄養教諭の専門性を生かした授業を構想し，担任等と連携した 
 食に関する指導を行っている。 

 

⑶ 児童生徒の発達の段階に応じた食に関する指導を行っている。  

個別的な相談
指導 

⑷ 食物アレルギーのある児童生徒やスポーツをする児童生徒に 
 対する個別的な相談指導を行っている。 

 

⑸ 肥満，やせと成長曲線・肥満度曲線との関係を理解し，個別指 
 導に活用している。 

 

そ の 他 

⑹ 児童生徒や地域の食に関する課題を把握し，課題解決のための 
 具体的な方策に取り組んでいる。 

 

⑺ 食に関する指導の全体計画や年間指導計画を活用している。  

⑻ 学校全体で食に関する指導が進むよう，食育推進委員会等を活 
 用するなど，事例報告等の場を設け，協議を行っている。 

 

⑼ 家庭や地域において，適切な食育の取組が行われるよう，積極 
 的に情報発信を行ったり，共通理解の場を設けたりしている。 

 

学
校
給
食
の
管
理 

栄 養 管 理 

⑽ 成長期の特性や児童生徒の食生活の実態に基づいた栄養管理 
 を行っている。 

 

⑾ 提供している栄養量が適切であるか評価し，その結果を改善に 
 活用している。 

 

⑿ 学校給食実施基準や児童生徒の実態を踏まえた，適切な食品構 
 成により献立作成を行っている。 

 

衛 生 管 理 

⒀ 学校給食衛生管理基準に準拠した，適切な作業動線図・作業工 
 程表を作成している。 

 

⒁ 正確な定期点検票を作成している。  

⒂ 衛生管理責任者として，調理従事者に衛生管理を徹底させるた 
 めに適切な指導を行っている。 

 

そ の 他 

⒃ 学校給食運営委員会を企画・運営している。  

⒄ 適切な給食費を算定している。  

⒅ 物資選定委員会等を企画し，適切な物資選定を行っている。  

２ 事前自己評価を踏まえて，あなたが，特に解決したい課題について，上記の項目の中から選択 
 し，課題の内容を具体的かつ簡潔に記入してください。 

選択した項目 解決したい課題の内容 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

校長としての本研修に対する期待 

 
 
 
 
           立         学校 校長氏名             

※ 様式は複数枚になっても構いません。 
-5-



様式２ 

令和５年度栄養教諭ステップアップ研修(５年経験者研修) 事後自己評価票 

学校名     立        学校 氏 名  

１ あなたは次の項目について，研修を修了して取組状況はどうですか。各項目について，示され 
 た観点ごとに４段階（１～４）で評価し，自己評価欄に１～４の数字を記入してください。 
〔４：十分に取り組んでいる ３：取り組んでいる ２：あまり取り組んでいない １：取り組んでいない〕 

項  目 観  点 自己評価 

食
に
関
す
る
指
導 

給食の時間に
おける食に関
する指導 

⑴ 学校給食を教材として活用した，食に関する指導を実践してい 
 る。また，適切な教材作成を行っている。 

 

教科等におけ
る食に関する
指導 

⑵ 栄養教諭の専門性を生かした授業を構想し，担任等と連携した 
 食に関する指導を行っている。 

 

⑶ 児童生徒の発達の段階に応じた食に関する指導を行っている。  

個別的な相談
指導 

⑷ 食物アレルギーのある児童生徒やスポーツをする児童生徒に 
 対する個別的な相談指導を行っている。 

 

⑸ 肥満，やせと成長曲線・肥満度曲線との関係を理解し，個別指 
 導に活用している。 

 

そ の 他 

⑹ 児童生徒や地域の食に関する課題を把握し，課題解決のための 
 具体的な方策に取り組んでいる。 

 

⑺ 食に関する指導の全体計画や年間指導計画を活用している。  

⑻ 学校全体で食に関する指導が進むよう，食育推進委員会等を活 
 用するなど，事例報告等の場を設け，協議を行っている。 

 

⑼ 家庭や地域において，適切な食育の取組が行われるよう，積極 
 的に情報発信を行ったり，共通理解の場を設けたりしている。 

 

学
校
給
食
の
管
理 

栄 養 管 理 

⑽ 成長期の特性や児童生徒の食生活の実態に基づいた栄養管理 
 を行っている。 

 

⑾ 提供している栄養量が適切であるか評価し，その結果を改善に 
 活用している。 

 

⑿ 学校給食実施基準や児童生徒の実態を踏まえた，適切な食品構 
 成により献立作成を行っている。 

 

衛 生 管 理 

⒀ 学校給食衛生管理基準に準拠した，適切な作業動線図・作業工 
 程表を作成している。 

 

⒁ 正確な定期点検票を作成している。  

⒂ 衛生管理責任者として，調理従事者に衛生管理を徹底させるた 
 めに適切な指導を行っている。 

 

そ の 他 

⒃ 学校給食運営委員会を企画・運営している。  

⒄ 適切な給食費を算定している。  

⒅ 物資選定委員会等を企画し，適切な物資選定を行っている。  

２ 本研修を修了して，「研修してよかったこと」や「今後，解決していきたい課題」，「今後， 
 どのような栄養教諭を目指すのか」などについて，記入してください。 

 
 
 
 
 
 

 

校長としての所見 

 
 
 
 
           立         学校 校長氏名             

※ 様式は複数枚になっても構いません。 -6-



様式３ 

 

令和５年度栄養教諭ステップアップ研修(５年経験者研修) 受講予定変更届 

                                                               

令和     年     月     日  

 

                     殿 

 

立       学校  

 

校長氏名              印 

 

   

 下記対象者の受講予定の変更について，お願いします。 

 

記 

 

１ 対象者名 

   

 

２ 変更の内容 

   

 

３ 変更の理由 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈留意事項〉 

 ※ 校長は，速やかに市町村教育委員会に報告し，市町村教育委員会は，当該教育事務所 

  を通して県総合教育センターへ報告する。 

   なお，鹿児島市教育委員会及び県立学校は，直接，県総合教育センターへ報告する。 
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様式３ 

 

令和５年度栄養教諭ステップアップ研修(５年経験者研修) 受講予定変更届 

                                                               

令和     年     月     日  

 

                     殿 

 

立       学校  

 

校長氏名              印 

 

   

 下記対象者の受講予定の変更について，お願いします。 

 

記 

 

１ 対象者名 

  栄養教諭 ○○ ○○ 

 

２ 変更の内容 

  令和５年度栄養教諭ステップアップ研修（５年経験者研修）の令和○年度への延期 

 

３ 変更の理由 

  育児休業期間を延長するため 

 

 〈参考〉 

・ 産前休暇期間 令和○年○月○日から令和○年○月○日まで 

・ 出産年月日 令和○年○月○日 

・ 産後休暇期間 令和○年○月○日から令和○年○月○日まで 

・ 前回の育児休業期間 令和○年○月○日から令和○年○月○日まで 

・ 今回延長の育児休業期間 令和○年○月○日から令和○年○月○日まで 

 〈未実施の研修〉 

  ・ 校外研修（２日間） 

 

 

 

 

 

記入例 

市町村立学校 

 〇〇市町村教育委員会教育長 

県立学校 

 総合教育センター所長 

〈留意事項〉 

 ※ 校長は，速やかに市町村教育委員会に報告し，市町村教育委員会は，当該教育事務所 

  を通して県総合教育センターへ報告する。 

   なお，鹿児島市教育委員会及び県立学校は，直接，県総合教育センターへ報告する。 
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